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	1. 既存の義歯に対して使用する場合
	1) プロセッシングキャップを装着した状態のハウジングを、歯科用インプラントアバットメントに装着する。
	2) 既存の義歯の義歯床部分を切削し、ハウジングを配置できるスペースを加工する。
	3) 歯科用インプラントアバットメントに装着したハウジングに対し、加工した義歯を試適する。
	4) 光硬化タイプ又は化学硬化タイプの接着用レジンセメントを用いて、加工した義歯床のスペースにハウジングを接着する。
	5) 接着用レジンセメントが硬化した後、義歯床部分に残った余剰の接着用レジンセメントを切削し、通法に従い研磨等を行う。
	6) ハウジングからプロセッシングキャップを取り外し、義歯に応じた適切なリテンションキャップを選択してハウジングに装着する。
	7) 患者に義歯を装着し、噛み合わせ、咬合の状態、着脱性等を確認する。
	2. 新たに作成した義歯に使用する場合
	1) 歯科用インプラントアバットメントに印象用コーピングを装着する。
	2) 通法に従い、歯肉を過剰に圧迫しないよう注意しながら印象を採得し、作業用模型を作成する。
	3) プロセッシングキャップを装着した状態のハウジングを、作成した作業用模型上に配置し、義歯を作製する。
	4) ハウジングからプロセッシングキャップを取り外し、義歯に応じた適切なリテンションキャップを選択してハウジングに装着する。
	5) 患者に義歯を装着し、噛み合わせ、咬合の状態、着脱性等を確認する。

